
救 急 業 務 の 実 施 状 況

１ 救急活動状況（前年比）

平成２８年中における救急出動件数は、２，３２８件（４９件減）、搬送人員は

２，２２８人（２４人増）で、性別でみると男性が１，１１６人〔５０．１％〕、女性が

１，１１２人〔４９．９％〕となっています。

このうち、御坊医療圏内【美浜町・日高町・由良町・印南町・日高川町・御坊市〔管

外〕】への救急出動件数は１，６８９件（１０件増）、搬送人員は１，６０３人（３４人

増）であり、田辺医療圏内【みなべ町】への救急出動件数は６３９件(５９件減）、搬送人

員は６２５人（１０人減）でした。

また、総救急出動件数２，３２８件に要した活動時間は延べ約２，６７２時間、走行距

離は延べ７０，２５４．４㎞で、救急隊による出動件数の内訳は、日高救急隊１，０２４件

（２７件減）・南部救急隊６０１件（６６件減)・印南救急隊４４６件（２８件増）・中津救

急隊２５７件（１６件増）の順となっています。

なお、救急救命士が行った特定行為実施件数は７８件で、その状況については「６救急

救命士の活動状況」のとおりです。

年別救急出動件数及び搬送件数の推移

※ 昭和５８年１０月１日から救急業務運用開始。

※ 昭和５８年から平成２年９月３０日までは管轄７町村、平成２年１０月１日からは

管轄１０町村。

※ 平成１６年１０月１日、南部町・南部川村が町村合併によりみなべ町となり、管轄

９町村（管轄エリアの増減なし）。
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※ 平成１７年５月１日、川辺町・中津村・美山村が町村合併により日高川町となり、

龍神村が田辺市と合併し、管轄６町となるが、龍神村は田辺市との消防事務の委託に

より業務継続。（管轄エリアの増減なし）。

※ 平成１８年３月３１日、田辺市との消防事務の委託期間が終了したため、管轄６町

となる。（龍神出張所管轄エリア減）

２ 救急活動の実態

(1) 救急出動件数の内容

ア 事故種別（前年比） 第１表

救急出動件数２，３２８件の事故種別をみると、急病１，５６５件（１２件増）、

一般負傷３７４件（３７件減）、交通事故２２０件（２１件増）、その他９９件（２７

件減）、労働災害２５件（６件減）、自損１７件（１件増）、運動競技１４件（５件

減）、水難事故９件（７件減）、加害４件（２件減）、火災１件（1件増）、自然災害０

件（増減なし）の順となっています。

なお、急病〔６７．２％〕、一般負傷〔１６．１％〕及び交通事故〔９．５％〕

で救急出動件数全体の９割以上を占めています。

上記の事故種別割合を全国平均〔平成２７年中〕と比較してみますと、急病〔全国

６３．６％〕・一般負傷〔全国１４．８％〕・交通事故〔全国８．４％〕の割合が高く

なっています。

事故種別救急出動件数

イ 曜日別出動状況及び月別出動状況（前年比） 第２表

平成２８年中の曜日別平均出動件数は、３３３件（７件減）であり、最も出動件数

が多い曜日は、日曜日の３７６件となっています。

次に、月別出動状況を見ると、１ヵ月平均１９４件（４件減）の出動であり、最も

出動件数が多かったのは８月の２６７件、次に１２月の２１５件、７月２０５件、

急病
1565

交通
374

一般負傷
220

その他
169

救急出動件数

2，328件



１月の２０２件・・・の順となっています。

曜日別・月別救急出動件数

ウ 年齢別搬送人員状況（前年比） 第３表

救急傷病者を年齢別にみると、８０歳以上９１２人(２７人増）、７０歳代４０９人

（３人増）、６０歳代２４９人（４８人減）、４０歳代１６１人（３５人増）、５０歳

代１３５人（７人増）・・・の順となっており、６５歳以上の高齢者が１，４７５人で、

全体の６６．２％〔平成２７年全国５６．７％〕を占めています。

年齢別搬送人員

年齢区分別搬送人員
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※「新生児」：生後２８日未満、「乳幼児」：生後２８日以上満７歳未満、

「少年」：満７歳以上満１８歳未満、「成人」：満１８歳以上満６５歳未満

「高齢者」：満６５歳以上

エ 災害弱者等の搬送状況 第４表

全搬送人員２，２２８人中５０９人（２２．８％）が災害弱者であり、その内訳を

みると、独居の高齢者１３４人、寝たきりの高齢者１２０人、在宅療法患者１０６人、

認知症の高齢者７８人、身体障害者３９人、精神障害者３２人となっています。

また、在宅療法患者の在宅療法としては、酸素投与が最も多く３１人となっていま

す。

(2) 救急発生率及び利用度 第５表

管轄町別の救急出動件数は、みなべ町６３９件（２７．５％）、日高川町４３４件

（１８．６％）、印南町３８４件（１６．５％）、由良町２８９件（１２．４％）、美浜

町２８７件（１２．３％）、日高町２８０件（１２．１％）、管外１５件（０．７％）

の順となっています。

新生児
2

乳幼児
79 少年

89

成人
583

高齢者
1475

搬送人員

2，228人



町村別救急出動件数

管轄町の全搬送人員からみた救急発生率〔管内住民１００人当たりの搬送人員〕は

４．１人であり、同発生率から住民搬送状況をみると、住民の約２３人に１人が救急車

を利用したことになります。

なお、救急車利用度の全国平均〔平成２７年中〕も２３人に１人であることから日高

郡内での救急車の利用度は、全国平均と同じです。

また、全搬送人員から救急車利用度を町別にみると、みなべ町が約２１人に１人、由

良町が約２２人に１人、印南町が約２４人に１人、日高川町が約２５人に１人、美浜町

が約２８人に１人、日高町が約２９人に１人が救急車を利用したことになります。

(3) 救急車の活動率（前年比）

ア 隊別出動状況 第６表

全救急隊（５隊）の１日当たりの平均出動件数は約６．４件（０．１件減）、１件

当たりの活動所要時間は約６９分（４分増）、走行距離は約３０．２ｋｍ（０．９

ｋｍ増）となっています。

全救急隊のうち、１日当たりの平均出動件数が最も多いのは、日高隊の約２．８件

（０．１件減）で、日高隊の出動件数は、出動件数全体の約４４．０％を占めていま

す。

イ 覚知別出動状況 第７表

救急出動件数２，３２８件を覚知別にみると、消防専用電話（１１９番）が

１，９４８件（固定電話７６８件・携帯電話６８８件・ＩＰ電話４９２件）で全体の

約８３．７％を占め、次いで加入電話の２５７件、駆付通報１０１件、自己覚知２２

件となっています。

ウ 時間別出動状況 第８表

救急出動件数２，３２８件を時間別にみると、就業及び生活行動が活発化する午前

８時から午後８時までの時間帯が１，６２６件で全体の約６９．８％を占め、深夜に

なるほど出動件数は減少しています。

(4) 傷病程度別搬送人員の状況（前年比） 第９表

平成２８年中に搬送した２，２２８人について、その傷病程度をみると、入院加療を
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必要としない軽症患者が全体の４９．０％(０．４％増）、入院加療を要するもので重症

に至らない中等症患者が３６．８％(１．５％減）、３週間以上の入院加療を必要とする

重症患者が１１．３％(２．２％減）、死亡が２．９％（０．３％減）となっています。

この割合を全国平均〔平成２７年中〕でみると、当消防本部では重症患者〔全国

８．５％〕、死亡〔全国１．４％〕の割合が高く、軽症患者〔全国４９．４％〕、中等症

患者〔全国４０．５％〕の割合が低くなっています。

傷病程度別搬送人員

※ 「死亡」：初診時において死亡が確認されたもの。

「重症」：傷病者の程度が３週間以上の入院加療を必要とするもの。

「中等症」：傷病者の程度が入院を必要とするもので重症に至らないもの。

「軽症」：傷病者の程度が入院を必要としないもの。

「その他」：医師の診断がないもの及びその他の場所に搬送したもの。

(5) 事故発生箇所別搬送人員状況 第１０表

各傷病者を事故発生箇所別にみると、急病は住宅で発生したものが約７３％を占め、

交通事故は道路で約９４％、一般負傷は住宅で約４９％が発生しています。

(6) 診療科目別搬送人員及び収容状況 第１１表

平成２８年中に救急搬送した傷病者２，２２８人を診療科目別にみると、内科６９９

人（３１．４％）、整形外科４２０人(１８．９％）、脳神経外科３６６人(１６．４％）、

循環器科１６３人（７．３％）、消化器科１５５人（７．０％）、呼吸器科１３７人

（６．１％）・・・の順となっています。

軽症, 1092

中等症, 820

重症, 252

死亡, 64

搬送人員
2,228人



診療科目別搬送人員

３ 医療機関の実態

(1) 全救急隊（５隊）の救急傷病者収容状況

ア 医療機関別 第１２表

平成２８年中に搬送した傷病者数は２，２２８人で、その収容状況を医療機関別に

みると、第１位が日高病院の７１３人（３２．０％）、第２位が北出病院の５２５人

(２３．６％）、第３位が南和歌山医療センターの３１０人(１３．９％）、第４位が紀

南病院の２６１人（１１．７％）、第５位が北裏病院の１２０人（５．４％）、第６位

が和歌山病院の１１６人（５．２％）の順となっています。

なお、これら上位６病院で全傷病者の約９１．８％が収容されています。

(ｱ) 重症患者の収容状況 第１３表

全搬送人員のうち重症患者は２５２人で、その収容状況をみると第１位が日高病

院の８９人 (３５．３％）、第２位が北出病院の４５人（１７．９％）、第３位が南

和歌山医療センターの４４人（１７．５％）の順となっています。

(ｲ) ＣＰＣＲ実施傷病者の収容状況 第１３表

ＣＰＣＲ（心肺脳蘇生法をいう。以下同じ。）を実施しながら医療機関に搬送し

た傷病者６８人の収容状況をみると、第１位が日高病院の２２人（３２．４％）、第

２位が和歌山病院の１６人（２３．５％）、第３位が北出病院の１２人（１７．６

％）の順となっています。

イ 医療機関の所在地別収容状況 第１２表
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収容医療機関の所在地別に救急傷病者の収容状況をみると、全傷病者のうち御坊市

内の医療機関に１，３６３人（６１．２％）、田辺市内医療機関に６１８人（２７．７

％）、管内である日高郡内の医療機関に１３８人(６．２％）、その他県内外医療機関

に１０９人（４．９％）となっています。

ウ 事故種別による収容状況 第１４表

事故種別からみて救急件数の多い急病、交通事故及び一般負傷について、それぞれ

の種別ごとに救急傷病者の医療機関収容状況をみると次のようになります。

(ｱ) 急病の場合は、第１位が日高病院の３６．７％、第２位が北出病院の２４．７

％、第３位が紀南病院の１２．８％の順であり、これら上位３病院によって全急病

傷病者の約７４．２％が収容されています。

(ｲ) 交通事故の場合は、第１位が北出病院の２５．７％、第２位が北裏病院の

１８．３％、第３位が南和歌山医療センターの１７．０％の順であり、これら上位

３病院によって全交通事故傷病者の約６１．０％が収容されています。

(ｳ) 一般負傷の場合は、第１位が日高病院の２３．８％、第２位が北出病院の

２２．７％、第３位が北裏病院の１８．１％の順であり、これら上位３病院によっ

て一般負傷傷病者の約６４．６％が収容されています。

(2) 転送搬送状況（前年比） 第１５表

平成２８年中の転送搬送件数（処置困難等の理由により、第一次搬送先医療機関で収

容できないため、他の医療機関へ搬送すること。）は１６件（８件増）であり、転送理

由は、処置困難が１０件（６２．５％）、空床なし及び専門外が各２件（各１２．５

％）、手術中及びその他が各１件（各６．３％）となっています。

(3) 医療機関への収容依頼回数状況 第１６表

医療機関への収容依頼回数は、平均１．２回であり、これは傷病者１人を収容するの

に、平均１．２カ所の医療機関にしか収容依頼を行っていないことを意味するもので、

この数字は、御坊・田辺両医療圏の救急体制の充実ぶりを反映したものといえます。

４ 救急隊による応急処置の状況 第１７表

平成２８年中の搬送人員２，２２８人のうち、救急隊員が応急処置を行った救急傷病者

は、２，２２６人（搬送人員の約９９．９％）です。

救急処置の内容は血中酸素飽和度測定が最も多く２，１５５件、次いで血圧測定

２，１０５件、心電図測定１，５６３件、心音・呼吸音聴取６８８件、保温５４３件、酸

素吸入４９０件・・・の順となっています。（不搬送を除く。）

なお、全搬送人員２，２２８人のうち６８人に対してＣＰＣＲを実施しています。

次に、応急処置の実施率について全国平均（平成２７年中）と比較してみると、全国が

９７．９％であり、当消防本部の実施率は、全国の実施率を上回っています。

５ 救命の実態 第１８-１表～第１８-４表

(1) ＣＰＡ傷病者及びＣＰＣＲ傷病者発生状況



平成２８年中のＣＰＡ傷病者（救急隊が現場到着時、既に心肺機能が停止している傷

病者、又は病院到着時までに心肺機能が停止状態になった傷病者をいう。以下同じ。）

は９０人であり、平成２７年中のＣＰＡ傷病者１３９人に比べ４９人の減少となってお

り、全救急搬送傷病者に占める割合は４．０％で、過去３年間（平成２５年から平成

２７年）の平均（６．１％）と比べ２．１％減少しています。

ＣＰＡ傷病者９０人のうち、救急隊がＣＰＣＲ（胸骨圧迫及び人工呼吸）を施した傷

病者は６８人（全ＣＰＡ傷病者の７５．６％、全救急搬送傷病者の３．１％）となって

います。

(2) ＣＰＣＲ傷病者の年齢別発生状況

ＣＰＣＲ傷病者を年齢別にみると、６５歳以上の高齢者（５９人）が全体（６８人）

の８６．８％を占めており、ＣＰＣＲ傷病者の高齢者比率が高いといえます。

(3) ＣＰＣＲ傷病者の蘇生及び救命状況

ＣＰＣＲ傷病者６８人のうち、蘇生（２４時間以上入院した者）に成功したのは１６

人（蘇生率２３．５％）となっています。

(4) ＣＰＣＲ傷病者の死因別状況

ＣＰＣＲ傷病者の死因（医師の診断に基づく。）をみると、心疾患によるもの（３７

人）が全ＣＰＣＲ傷病者（６８人）の５４．４％を占めており、次に窒息（８人）

１１．８％、縊首及びその他（各５人）７．４％の順となっています。

(5) 救急隊のＣＰＣＲ着手までの時間

覚知から、救急隊がＣＰＣＲに着手するまでの時間は、５分から１０分未満で２２人

（３２．４％）、１０分から１５分未満が２０人（２９．４％）、１５分から２０分未満

が１４人（２０．６％）、２０分から２５分未満が６人（８．８％）、２５分から３０分

未満及び３５分から４０分未満が各２人（２．９％）、５分未満及び４０分から４５分

未満が各１人（１．５％）となっています。

(6) バイスタンダーによる救命手当の実施状況

ＣＰＣＲ傷病者６８人のうち、バイスタンダーにより人工呼吸、胸骨圧迫のいずれか

一方又はその両方が実施されていたものは２５件（３６．８％）となっています。この

うち、胸骨圧迫と人工呼吸の両方が実施されていたもの８件（１１．８％）、胸骨圧迫

のみ実施されていたもの１７件（２５．０％）、人工呼吸のみ実施されたもの０件

（０．０％）でした。

６ 救急救命士の活動状況

平成２８年中における特定行為（救急救命士法第４４条第１項、救急救命士法施行規則

第２１条等の規定に基づき、救急救命士が医師の具体的な指示を受けて行う救急救命処置

（以下「特定行為」という。）は、７８人に対して実施されており、そのうち心肺停止前

の重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液、血糖測定並びに低血糖発作症例へのブドウ糖

溶液の投与件数は１０件で救急救命士の活動状況については以下のとおりです。



(1) 出動状況

救 急 隊 別 出 動 件 数 搬 送 人 員

全 救 急 隊 (A) ２，３２８件 ２，２２８人

救急救命士乗車隊 (B) ２，３２８件 ２，２２８人

救命士乗車比率〔(B)/(A)〕 １００％ １００％

(2) 特定行為実施状況

特 定 行 為 実 施 件 数 実 施 人 員

気 道 確 保 ６１件 ６１人（食道閉鎖式エアウェイ ６１人）

(気管挿管 ０人)

静 脈 路 確 保 ３０件 ３０人

心 肺 停 止 ２０件 ２０人（薬剤投与 ８人）

３人（ブドウ糖投与 ３人）

心肺停止前 １０件

７人（ショックに伴う輸液 ７人）

除 細 動 ２件 ２人

※ 心肺機能停止前の重度傷病者に対する血糖測定の結果、ブドウ糖溶液の投与

対象者であり、医療機関にオンラインによる報告と指示要請を行い、静脈路確

保とブドウ糖投与の指示を受けた件数は１０件であり、このうち静脈路確保と

ブドウ糖溶液の投与ができたのは３件であった。



(3) 事故種別特定行為実施状況

事 故 種 別
特 定 行 為

急 病 交 通 一 般 自 損 水 難 合 計

気 道 確 保 ３９ １ １４ ４ ３ ６１

静 脈 路 確 保 ２２ ４ ３ １ ３０

ブ ド ウ 糖 ３ ３

シ ョ ッ ク ７ ７

除 細 動 ２ ２

(4) 指示病院からの具体的指示の状況

救急救命士が特定行為を実施するに際し、指示病院から受けた具体的指示の状況は、

次表のとおりです。

指 示 病 院 選 定 理 由

指示病院名

かかりつけ 原因疾患 指示輪番 外 傷 その他 合 計(%)

日 高 病 院 １３ ２ １０ 1 26(30.6%)

和歌山病院 ５ １２ 17(20.0%)

北 出 病 院 １ ８ ７ 16(18.8%)

北 裏 病 院 ２ 2(2.4%)

紀 南 病 院 ２ １１ 13(15.3%)

南 和 歌 山 ２ ９ 11(12.9%)

そ の 他

合 計(%) 23(27.0%) 2(2.4%) 30(35.3%) 2(2.4%) 28(32.9%) ８５

※ 包括的指示１件（除細動）



７ 住民指導等

(1) 上級救命講習の実施状況 第１９表

当消防本部では、平成８年６月から実施している普通救命講習の修了者を対象に実施

しており総受講者数は４５３人となっています。

(2) 普通救命講習Ⅱの実施状況 第２０表・第２１表

業務の内容や活動領域の性格から一定の頻度で心停止者に対し応急の対応をすること

が期待・想定されている者を対象とする普通救命講習Ⅱを平成１７年から実施し、総受

講者数は１１７人となっています。

(3) 普通救命講習Ⅰの実施状況 第２２表～第２６表

平成２８年中において普通救命講習Ⅰを４８回実施し、６９６人が受講しました。

なお、受講者の年齢層は、１０歳代が５７１人（８２．０％）と最も多く、次に４０

歳代の３４人（４．９％）、 ３０歳代の２９人（４．２％）、２０歳代の２７人

（３．９％）、５０歳代の１９人（２．７％）、６５歳以上の９人（１．３％）、６０歳

代の７人（１．０％）となっています。

また、男女別では、男性が４２８人（６１．５％）、女性が２６８人（３８．５％）

となっています。

次に、受講者を職業別にみると、学校関係者が５９６人（８１．７％）、各種事業所

関係者が７３人（１０．５％）、消防団関係が２５人（３．６％）、その他の団体が１２

人（１．７％）・・・となっています。

普通救命再講習は２５回実施し、１３６人が受講しています。

(4) 一般講習〔救急講習〕 第２７表

平成２８年中において管内各地で行った救急講習会は６８回で、１，６８９人に対し

て心肺蘇生法・異物除去等の指導を行っています。


